
 

(1)第５号            －光   陵－ 

       

創
立
四
十
周
年
記
念
第
九
回
同
窓
会
定
期
総
会 

 

平
成
二
十
七
年
度
は
、
母
校
創
立
四
十
周
年
の
年

で
し
た
。
同
窓
会
で
は
、
会
則
に
基
づ
き
、
母
校
周

年
行
事
に
合
わ
せ
て
十
年
ご
と
の
定
期
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
母
校
の
周
年
行
事
の
日
程
に
合
わ
せ
て
、

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
五
時
か

ら
、
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ア
光
が
丘
２
階
小
宴
会
場
ラ

ベ
ン
ダ
ー
に
て
、
創
立
四
十
周
年
記
念
第
九
回
同
窓

会
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
本
会
名
誉
会
長
で
あ
る
服
部
幸
一
郎
第

十
二
代
現
校
長
先
生
を
初
め
、
会
員
十
三
名
、
客
員

一
名
（
＋
二
名
）
）
が
出
席
し
、
事
務
局
の
四
期
加

藤
竜
吾
の
進
行
で
行
い
ま
し
た
。 

 

議
事
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

一 

開
会
の
辞 

 

二 

同
窓
会
会
長
あ
い
さ
つ 

 
 
 

東
京
都
立
光
丘
高
等
学
校
同
窓
会
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樋
口 

 

賢 

 

三 

学
校
長
挨
拶 

 
 
 

東
京
都
立
光
丘
高
等
学
校
同
窓
会 

         
 
 

名
誉
会
長 

 
 
 

東
京
都
立
光
丘
高
等
学
校
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

服
部
幸
一
郎 

先
生 

 

四 

現
役
員
紹
介
（
会
則
第
５
条
関
連
） 

 

五 

議
長
団
選
出 

 
 
 

全
会
一
致
で
、
会
長 

樋
口 

賢
が
行
う
こ 

 
 
 

と
と
し
た
。 

 

六 

議
事 

 
 

① 
 

事
業
報
告 

 
 
 

（
創
立
三
十
周
年
第
八
回
定
期
総
会
以
降
） 

 
 

② 

会
計
報
告 

 
 
 

（
創
立
三
十
周
年
第
八
回
定
期
総
会
以
降
） 

 
 

③ 
報
告
事
項 

 
 
 

ア 
創
立
三
十
周
年
記
念
同
窓
会 

 
 
 

定
期
総
会
報
告 

 
 
 

（
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
） 

 
 
 

イ 

同
窓
会
会
則
等
に
つ
い
て 

 
 
 

ウ 

同
窓
会
会
報
の
発
行 

 
 
 

（
第
四
号
：
平
成
二
十
七
年
七
月
発
行
） 

 
 
 

及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て 

 
 
 

エ 

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設 

 
 
 

に
つ
い
て 

 
 
 

オ 

同
窓
会
か
ら
の
在
校
生
支
援
事
業
に 

 
 
 

つ
い
て 

 
 
 

カ 

卒
業
生
へ
の
支
援
事
業
に
つ
い
て 

 
 
 

キ 

同
窓
会
会
計
事
業
の
改
善
に
つ
い
て 

 
 
 

ク 

同
窓
会
常
任
委
員
会
の
経
過
報
告
に 

 
 
 

つ
い
て 

 
 
 

ケ 

同
窓
会
役
員
に
つ
い
て 

 
 
 

コ 

創
立
四
十
周
年
の
時
計
台
寄
贈 

 
 
 
 
 

以
上
、
議
案
書
に
よ
り
一
括
し
て
事
務 

 
 
 

局 

加
藤
よ
り
説
明
し
、
質
疑
を
受
け
る
こ 

 
 
 

と
と
し
た
。 

 

（
質
問
）
増
加
す
る
会
費
に
つ
い
て
会
員
へ
の
還 

 
 
 
 

元
方
法
は
何
か
あ
る
の
か
。 

 

（
会
長
）
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
く
こ
と
を 

 
 
 
 

回
答
し
た
。 

 

七 

そ
の
他 

 
 
 

参
加
会
員
か
ら
の
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。 

 

八 

閉
会
の
辞 

 
 
 

祝
賀
会
場
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
案
内
を 

 
 
 

し
た
。 

 
 
 
 

（
文
責
・
加
藤
竜
吾
） 
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－光   陵－            第５号(2) 

母
校
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会 

 
平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）
午
後
一
時

か
ら
母
校
体
育
館
に
お
い
て
、
創
立
四
十
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
部
で
は
、
服
部
幸
一
郎
校
長
先
生
の
式
辞
に

続
い
て
、
祝
辞
で
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
挨
拶
、

東
京
都
高
橋
伯
也
第
九
代
校
長
先
生
が
歴
代
の
校

長
先
生
を
代
表
し
て
在
職
当
時
の
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
及
び
樋
口
賢

同
窓
会
長
の
祝
辞
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
吹
奏
楽
部
、
軽
音
楽
部
、
ダ
ン
ス

部
等
の
部
員
に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
、
華
や
い

だ
雰
囲
気
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
。 

 

同
窓
会
か
ら
は
、
学
校
か
ら
の
要
望
も
含
め
て
、

周
年
行
事
特
別
会
計
を
利
用
し
、
時
計
塔
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
母
校
に
訪
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

           

        

同
日
午
後
六
時
か
ら
は
、
場
所
を
移
し
て
ホ
テ
ル

カ
デ
ン
ツ
ア
光
が
丘
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
同
窓

会
主
催
の
記
念
祝
賀
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

祝
賀
会
に
は
、
同
窓
会
か
ら
も
定
期
総
会
に
引
き

続
き
同
窓
生
も
出
席
し
ま
し
た
。
服
部
幸
一
郎
校
長

先
生
、
地
域
代
表
と
し
て
光
が
丘
地
区
連
絡
協
議
会

会
長
高
橋
司
郎
様
の
御
挨
拶
の
あ
と
、
鏡
開
き
を
行

い
、
歴
代
校
長
先
生
を
代
表
し
て
中
村
新
吉
第
四
代

校
長
先
生
の
御
発
声
で
乾
杯
を
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
加
藤
竜
吾
氏
に
よ
る
「
四
〇
年
前
『
光

が
丘
』
の
地
に
初
め
て
開
校
し
た
高
校
が
『
光
丘
高

校
』
か
？
」
と
い
う
光
が
丘
学
に
基
づ
く
講
演
を
行

い
、
最
後
に
同
氏
に
よ
る
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
全
員

で
校
歌
を
合
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責
・
加
藤
竜
吾
） 

       

                             

光
丘
高
校
同
窓
会
は
、
二
十
周
年
に
合
わ 

平成２８年度 人事異動 

転退者 転出校（課程） 転入者 前任校（課程） 

国語 太田  俊 大泉桜高 国語 工藤かおり 竹早高 

国語 佐藤 幸司 江北高定・副校長 国語 手塚 健世 文京高 

国語 長谷部聡子 南葛飾高 国語 明正 理恵 新規採用 

日史 関  裕俊 練馬高 日史 松本  桂 指導部 

保体 後藤 辰雄 青山高 保体 長谷川正一郎 飛鳥高（定） 

音楽 伊村 洋子 練馬高 音楽 出口  惠 飛鳥高 

英語 稲田 隆士 兵庫県立生野高 英語 泉﨑 靖子 東久留米総合高 

英語 及川 暁夫 東久留米総合高 英語 永峰佐和子 第四商業高 

英語 岡本 裕治 退職 英語 山口 真史 新規採用 

家庭 緒方 葉子 退職 家庭 石橋里英子 目黒高 

養護 小林 由佳 大泉桜高 養護 柳瀬 奈生 中野工業高 

＊＊ ＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 非教 金子  勉 農業高校・校長 

経企 岡部真由美 練馬区立練馬中主任 経企 栗原まゆみ 総務局 

 


